
数

■　生体反応試験　■

＜試　験　方　法＞　・・・　試験は、人口細胞膜の浸透率とラットを使用した場合との細胞浸透率を測定し、差を生態反応率として計算されている。

　 　　　　　　　　　　　　　　　その後、ラット体内におけるホルモン生成を各部位より摂取し測定した。反応生体物質によっては、少ない物の方が生体に

　　 　　　　　　　　　　　　　　よいものもある。判定はＡ～Ｅまでの５段階で評価している。

＜試　　　　　　料＞　・・・　1）　　水道水

　　　 　　　　　　　　　　　　　2）　　純　水　（逆浸透）

　　　　 　　　　　　　　　　　　3）　　純　水　（逆浸透）+ＡＴ－Ｂ・Ｓ（オーセンテック・バイオ・セラミック）

＜データー抜粋＞　・・・　代表的な部分を抜粋します。

生　成　ホ　ル　モ　ン
水　道　水 純水（逆浸透膜） 純水+バイオ・セラミック

細胞進入率 生体反応 細胞進入率 生体反応 細胞進入率 生体反応

視床下部ポリぺ 　ＴＲＨ　 ン ン　プチド 甲状腺刺激ホルモ 放出ホルモ 22% Ｄ 28% Ｃ 52% Ａ

下垂体前葉　糖タンパク質 Ｈ ンα　ＦＳ α　濾胞刺激ホルモ 8% Ｅ 30% Ｃ 56% Ａ

副腎皮質　ステロイド　 エンドルフィンβー 2% Ｅ 32% Ｃ 91% Ａ

副腎髄質　アミノ ド ン酸誘導体　ア レナリ 9% Ｅ 30% Ｃ 100% Ａ

副腎髄質　アミノ ルアド ン酸誘導体　ノ レナリ 19% Ｄ 34% Ｃ 100% Ａ

副腎髄質　アミノ ー酸誘導体　ド パミン 6% Ｅ 22% Ｄ 45% Ｂ

膵臓　ポリペプ ンスリンチド　イ 2% Ｅ 31% Ｃ 55% Ｂ

脂肪酸誘導体ホ ン　ＡＭＰ　 クリックルモ サイ 12% Ｅ 22% Ｄ 61% Ａ

<結　果　考　察＞

　　（水　 道　水）－本来の水（Ｈ2Ｏ）の役割は、物質の伝達・媒体であるが、水道水の場合はその機能を生かし切れず、結果

　　 　　　　　　　　　　としては生体反応が低いことがわかる。つまり、人が食物を摂取し、体内で栄養として吸収したくても

　　　 　　　　　　　　　水道水では十分に吸収する手助けにならない。

　　（純　　　　水）－水道水に比べ、脳内ホルモンの生成及び、内臓系ホルモンについては生体反応が良い。これは、この水が

　　　　　　　　　　　   水道水に比べ伝達機能に優れていることを示す。

     (純水 + ﾊﾞｲｵｾﾗﾐｯｸ）－純水に比べ、全てのホルモン生成について、生体反応が良いことを表している。この水は他の水に比べ伝達

　 　　　　　　　　　　　　　　　　機能及び、栄養生成における媒体機能が優れていることを示し、媒体機能の増加により自己免疫機能を引き

　　 　　　　　　　　　　　　　　　上げるだけのホルモンを生成していることがわかる。

■　微生物抑制試験　■

＜試　験　方　法＞　・・・　各試験水にオートクレープをかけたアガロースを１％混入し、シャーレに１５ｍｌづつ入れ、培養した各微生物を０．５ｍｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　流し入れ３７℃、４８時間孵卵器にて培養後、菌体数を測定し抑制率を算出した。

＜試　　　　　　料＞　・・・　1）　　水道水　　　　　　　　　　　　　　　　　 （残留塩素：　0.122ＰＰＭ）

　　　 　　　　　　　　　　　　 　2）　　純　水　　　　　　　　　　　　　　　　     （残留塩素：　　 0ＰＰＭ）

　　　 　　　　　　　　　　　　 　3）　　純　水　ｵ－ｾﾝﾃｯｸ･ﾊﾞｲｵ･ｾﾗﾐｯｸ　（残留塩素：　　  0ＰＰＭ）

＜データー抜粋＞　・・・　代表的な部分を抜粋します。

                細　　菌　　名 種 基　菌　     純水（逆浸透膜）  純水+ﾊﾞｲｵ･ｾﾗﾐｯｸ

培　養　後 抑制率 培　養　後 抑制率

　　Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｄｉａｚｏｔｒｏｐｈｉｃｕｓ 酢酸菌 3.1×108 1.3×107 6 4.2×102 81

　　Ｃｈｒｏｍｕｔｉｕｍ　ｖｉｎｏｓｕｍ 光合成硫黄細菌 3.0×108 2.1×107 6 5.1×102 83

　　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ 大腸菌 3.2×108 2.5×107 6 8.0×102 73

　　Ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｌｏｂｉｏｐｏｒｕｓ 酸化細菌 3.3×108 3.4×107 5 8.5×10 90

　　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ 黄色ブドウ球菌 3.1×108 3.1×108 0 8.6×10 91

　　Ａｃｅｔｏｂａｃｔｅｒ　 アルコール醗酵菌 3.2×108 4.1×107 4 4.6×10 91

＜結　果　考　察＞　・・・　対象区として水道水を行う予定であったが、試験試料が１試料増えたために、水道水を省き試験を行った。

　　　　　 　　　　　　　　　　　過去に行った水道水試験では、微生物は４８時間後には、増殖していたことがわかっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　 それに比べ、純水（逆浸透膜）においては増殖傾向は見られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　 しかし、増殖傾向が見られないといって、この抗菌作用があるとはいえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　 純水+ｵｰｾﾝﾃｯｸ･ﾊﾞｲｵ･ｾﾗﾐｯｸは、殺菌力はないが抗菌力（微生物抑制力）はかなりあるといって良い結果が出ている。
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